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施策情報のグループ共有化 

①情報連携の取組み（ＥＤＩ化の推進、ＵＩ／ＵＸの取組み、ＩＴ推進の取組み）について 

  日ノ丸西濃 埼玉西濃 西濃エキスプレス Ｓ＆Ｎ 朝日梱包 

現状 

（状況及び、 

課題） 

【ＥＤＩ化率】 

・９０％未達店所が４店所あり 

【ＥＤＩ課題】 

・他社受託入力で、先方のシステム 

運用トラブルにより委託データ 

配信されない場合のバーコード 

貼り、オンライン登録等不可が 

大きい 

【ＥＤＩ化の推進】 

・現状まだマジックⅡの導入を頂けな 

いお客様の中で独自のシステムを 

ご利用の為変更に至らない 

変更するにしてもシステム改修に 

費用がかかる 

・弊社システムの『メガＥＸＰ便貸切

便依頼システム』を活用していく 

中で、今まで以上に運用上での配車

効率をｕｐさせていくことが必要 

（当日オーダーが半数以上の為、 

前以て配車・車両手配が十分 

できていない） 

【ＩＴ化】 

・外販を中心とした拠点は３か所、 

３ＰＬ業務における鶴見、名古屋の 

拠点はすでにＳＬＩＭＳを標準・ 

カスタマイズ共に導入し、事務所の 

生産性と出荷における精度の向上を 

両立はできている 

しかし、一部は従来のファックスに 

よる運用も存在 

 

 

 

・ＥＤＩ化につきましては西濃運輸 

出荷分については１００％完了 

・西濃運輸出荷分以外については、 

ＥＤＩ化は進んでいない状況で複写

式原票を使用しており、情報連携に

遅れが出ている 

 

新たな取組み 

（課題解決策） 

【ＥＤＩ】 

・他拠点で輸送情報交換が実現して

いる同業他社について同様のＥＤ

Ｉ化をＳＩＳと共に交渉中 

（名鉄運輸岡山） 

・同業他社輸送情報交換の他社受託 

入力への切替 

【ＥＤＩ課題対策】 

・運用の見直しやシステム対応を 

依頼しトラブルが発生しない 

環境を構築 

 

・２月ごろから運賃改定でお客様に 

お願いしている。その中で独自のシス 

テム利用で改修に費用がかかる場合、 

値上率を調整するかわりにマジックⅡ 

の導入依頼 

・配車効率を上げるために、前日まで

のオーダー入力の比率を上げる 

必要がある 

⇒お客様には当日のオーダー入力 

から、前日までに入力いただく

ことを依頼 

・当日オーダー入力のお客様を 

ピックアップ、前日までに入力 

できていない理由を共有、改善策を

策定 

 

【ＩＴ化】 

・上記における一部のファックスによ

る運用は地道に荷主への説得が必要

であり、特にＩＴ化のメリットが荷

主側に享受できることをアピールポ

イントとして強力に提案し、本年度

中にはほぼ交渉成立の見込みを 

つける 

・ＫＭⅡ単体で運用していたお客様 

に、更にＳＬＩＭＳの導入も促進 

し、ＩＴ化とＥＤＩ化を合わせて 

進めていく 

 

・まずはヤマト運輸のＥＤＩ化１００％

を目指して行く 

・Ｂ２クラウドを使用するためには現状

使用している印字フォーマットを一部

加工が必要な為、現行フォーマット 

（西濃運輸仕様）の変更し、他運送 

業者のシステムに対応できる仕組み 

を作っていく 

 

効果・実績に 

ついて 

【ＥＤＩ】 

・ＥＤＩ化率９０．３７％ 

・他社受託でバーコード費用の 

削減、貼り付け作業時間の削減が 

図れている 

・ＥＤＩ化率 

２０２２年度    ９０．２９％ 

２０２３年度 ５月 ９５．９１％ 

・今回の課題のお客様については 

これから導入予定 

・前日までの受注率は５月度４８．３％

（前月より２．３％ｕｐ） 

・集配条件・商品特性・納期・物量把握

のタイミングが早まり、配車効率向上 

・手持ち車両の積載状況について 

早めに把握できるようになり、 

急なオーダーにも柔軟に対応しやす

くなった 

【ＩＴ化】 

・現在、当該センターにおいて 

約６０％の荷主にてＩＴ化されて 

おり、ＳＬＩＭＳ運用を起因とする 

不具合はなし 

 

 

・西濃運輸出荷分については、１日 

２回、配達状況のメールがくる為、 

お客様にリアルタイムでの情報提供

が可能だが、他運送業者出荷分につ

いては、ＷＥＢサイトでの確認の

為、情報提供に時間がかかってお

り、全ての運送業者のＥＤＩ化が 

１００％になれば出荷状況をリアル

タイムで提供する事が可能 

 

 

 

 

ポイント 

 

 

 

【ＥＤＩ】 

・他社受託入力は効率化の効果が 

大きい反面、委託データ配信の 

トラブルが発生すると業務負荷も 

大きくなってしまうため、事前に 

十分な検証が必要であった 

 

・出荷の多いお客様のみの該当 

・マジックⅡを導入することにより集荷 

時の手間が減り時間短縮となり労働 

時間も減らすことができる 

・前日までにオーダー入力を頂くこと

のお客様にとってのメリットを 

アピール 

（集荷希望時間への対応や、商品 

特性に合った車両手配、積み合わ 

せ、積み付け方法等） 

 

・上記のアピールポイントを荷主側に 

享受させるポイントは荷主側の担当者

に依存することが多く、特に世代に 

よってメリットを享受できることが 

理解いただけない場合があるので荷主

の意向も尊重し進める 

 

 

・お客様からの梱包発送については、 

発送した商品が全て完了して完結と

なる為、出荷状況をリアルタイムで

提供する事で、お客様に安心感を 

与えられ、今後の依頼増加にも 

繋がっていく 

 


